
ピアピアネットネット monthlymonthly
ピアネット・マンスリーの発行について
ピアネット・マンスリーは各団体の活動状況に合わせて定期的に発行していきます。≪ピアネット運営事務局≫
【課外教養プログラム（学生センター）】
「エコロジー・ウォーズ－二部演劇研究会によるマナー・モラル啓発劇－」を実施しました

掃除をテーマとした新しいスポーツ「エコロジー・ウォー」の提唱。
それは、相手との対戦をナビしてくれるアプリ『エコロジー・ウォー』
の普及と相まって、一大ムーブメントへと発展していた。
しかし、その流行は社会問題をも孕んでいて。
どハマりしていろいろダメになる人が後を絶たなかった。
-二部演劇研究会パンフレットより -

ボランティアセンター
「電通育英会助成事業～東京 2020 応援プログラム～東北被災地ボランティアツアー（31 ～ 33 次隊）」を実施しました

8 月 22 日（火）～ 9 月 4 日（月）、ボランティアセンターでは、岩手県遠野市を拠点にし、陸前高田市、大槌町で通算 31 ～ 33 次隊と
なる「東北被災地ボランティアツアー」を実施し、総勢 36 名の学生が参加しました。現地では、「遠野山・里・暮らしネット」の
コーディネートの下、たこやき交流会、岩手弁かるた大会、薪割り、幼稚園やビニールハウスの草取り作業などの様々なボランティア
活動を実施しました。また、震災遺構の見学会も実施しました。現地に向かう前にはボランティアの心得や注意事項、現地の現状等に
ついての事前研修を実施し、帰着後には報告会を開催し、隊ごとに活動発表を行い、情報を共有しました。
また、ボランティアセンター学生スタッフであるチーム・オレンジが、本プログラムを実施する前に、法政大学の被災地支援の取り組
みを知ってもらうため、「チーオレ新聞」を作成し、ボランティアの受け入れ先に配布しました。
事前説明会時に、新聞を配布する際に取材しておいたボランティア内容を参加学生に伝えることにより、学生が想像しているボランテ
ィアと実際に行うボランティアとのギャップを埋めることができました。
今年度より、交流会の内容をチーム・オレンジの学生スタッフが考案し、現地の NPO 法人と試行錯誤した結果、岩手弁かるた大会、
たこやき交流会を実施し、交流会は大変盛りあがりました。
今後もボランティアセンターでは学生の力を活用した被災地支援を実施していきます。

仮設住宅で岩手弁かるた大会 公営住宅でたこ焼き交流会 ビニールハウスで雑草とり 仮設住宅で集合写真

Oct 2017

9 月 27 日（水）から 29 日（金）の 3 日間、市ヶ谷キャンパスで学生センター・課外教養プログラム「大学生が考えるマナー・モラル向上
キャンペーン」として、法政大学二部演劇研究会による啓発劇「エコロジー・ウォーズ」が公演され、91 名が観劇しました。
代表学生からは「今年のマナー・モラル啓発公演には、昨年の公演を大きく上回る 91 名の方にお越しいただきました。
マナー・モラルという難しいテーマでしたが、アンケートを読む限り多くのお客様に啓発できたと感じています。
また、サークル員もこの劇を作り上げていく中で、一人一人が今回のテーマであるマナー・モラルについて考えることができ、一大学生と
して成長することができました。来年度も自分たち自身、テーマについて深く考え、多くのお客様にマナー・モラルのことについて啓発し
たいと思います。」とコメントがありました。参加者からは「スマートフォンアプリを使った劇で、普段の生活に身近に感じることができ
た。」、「二部演劇研究会の劇で面白くマナー・モラルについて考えることができた」、「正しいマナー・モラルとは何か、ちょっと考えすぎ
てみるくらいがちょうどいいというテーマは、与えられた情報を何でも鵜呑みにしてはいけないと気づかされるきっかけとなった。」などの
感想をいただきました。
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8 月 26 日（土）の多摩・小金井オープンキャンパスをもって、2017 年度のオープンキャンパスが終了し、
合計で約 45,000 人の高校生・保護者の皆さんにご来場いただきました。
オープンキャンパススタッフの学生は、未来の後輩のために！と半年ほどかけて準備を進めてきました。
来場者のみなさんに、受験勉強の不安を少しでも和らげてもらい、また大学への期待を高めてもらえるよう
に各種プログラムを実施しました。

【オープンキャンパススタッフ】
2017 年度のオープンキャンパスが終了しました！

学生ＦＤスタッフ
「学生ＦＤサミット 2017 夏　みんなで考える理想の授業～温故知新！学生ＦＤの今昔～」に参加しました。

事務職員計 12 人が金沢星稜大学で開催された「学生ＦＤサミット 2017 夏　みんなで考える理想の授業 ～温故知新！学生ＦＤの今昔
から～」に参加しました。
基調講演・しゃべり場企画等を通じて、37 大学 212 名の参加者と交流を行い、「学生ＦＤ」に関する理解が深まりました。
「学生ＦＤ統一テスト」では、ＦＤに関連する問題が出題され、本学社会学部 1年生のスタッフが一位を獲得しました。
閉会式では、「次回の学生ＦＤサミットは 2018 年 3月 8日～ 9日に法政大学市ヶ谷キャンパスで開催します」の宣言とともに、
宣伝ビデオが流されました。

常駐アシスタント・プログラムが 9月 18 日より学習ステーション（富士見坂校舎 2階）で始まりました。
新聞記事から話題をピックアップしたディスカッション、YouTube を使って日常で使える英語を学ぶプログラムなどを行いました。
引き続き 12 月 22 日（月曜日～金曜日）まで行う予定です。

図書館ツアーの様子

◆編集後記◆
秋の季節がやってきました。秋と言えば、「スポーツの秋」「文化（読書・芸術）の秋」「味覚の秋」などのように様々な表現が用いられる季節です。
みなさんにとってはどの秋が適した表現になりますか？今回は「文化の秋」にスポットを当ててみたいと思います。
“意志力” を高めて誘惑に打ち勝つ方法を知りたい！！って思ったことはないですか？おすすめの本として著書「スタンフォード大学の自分を変える教室」を
紹介します。
「意志力」を鍛えるための方法を「科学的」かつ「実践的」に導き出してくれる内容となっており、「意志力」を鍛えるための方法（目標に向けて継続して
頑張る方法）が何パターンも載っています。実際に私もここに載っている方法を活用して、自身の行動パターンや誘惑に負けてしまうパターンを把握・
自覚したことで、定期的なトレーニングを継続して行えるようになりました。何かを始めたいと思ったときには、ぜひ、事前に読んでみてください。
ピアネット・マンスリーについてのご感想をお待ちしております。

法政大学　学務部　教育支援課 ( 学習ステーション )　03-3264-9071

市ヶ谷キャンパス 多摩キャンパス 小金井キャンパス

学習ステーション
「常駐アシスタント・プログラム」が始まりました。

プログラムの様子

学生・職員・教員の三者協働によるシラバス作成 次回サミット開催予告 「学生ＦＤ統一テスト」一位受賞


